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陳 情 第 １ ６ 号 令和４年１１月１日受理 

付 託 委 員 会 文教経済常任委員会 

件   名 「少年自然の家」の野外施設の利用について 

陳 情 要 旨 

 子ども達に野外学習や宿泊体験の場として、長年親しまれてきた少年自然の

家が、老朽化と耐震性不足の為、令和２年４月から閉鎖されておりましたが、

公共施設再配置等推進委員会で少年自然の家は他の代替施設利用が可として廃

止と決定しました。しかし、市長からは保護者等に説明しご意見を伺うことが

大切であり、その上で最終判断を行いたいと伝えられました。 

その後、コロナ禍による集団活動の自粛要請もあり、代替施設での宿泊体験

も延びておりましたが２０２２年度になり、手賀の丘青少年施設での宿泊体験

も始まりました。しかし、いまだに保護者への説明会は開かれず、少年自然の

家の閉鎖も続いております。 

少年自然の家は建物だけではありません。敷地面積２.６５へクタールの中

には、地域の希少な植物を保護している植物園やグラウンド、野外調理場など

の野外活動の施設と自然があります。これらの野外施設は植物園での観察会、

野外調理やキャンプファイアーなど様々な野外活動、マルシェのようなイベン

ト会場、グラウンドに寝転んでの星空観察会、ここを拠点として周辺の歴史探

訪、自然観察など、大人から子供まで多くの人が楽しめます。 

２０万都市の八千代市には、十分な野外活動を安全に行える場所が少ないで

す。少年自然の家は、建物とその周辺のみが市の保有地であり、８３％は借地

です。その借地について、この度契約更新をされたと聞きました。そこでぜひ

議会として下記のことを市に要望していただきたく陳情いたします。 

記 

現在閉鎖中の少年自然の家のトイレを含む野外施設を整備管理し、予約申し

込みによる利用を可能にしてくださいますよう、お願いします。 

 


